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小網代の谷・浦の川水系の水生動物相

岸　由二＊・江良弘光＊＊・洲之内伸光＊＊＊

Fresh Water Fauna of the Urano River System at Koajiro Valley

Yuji KISHI, Hiroaki ERA and Nobumitsu SUNOUCHI

1．緒言

小網代の谷は，神奈川県三浦市に位置し，三浦半島南端の標高約 80 m の三崎台地を西に刻み，
小網代湾をへて相模湾に注ぐ流程約 1.2 km の浦の川の流域（面積 70 ha）である。浦の川は
左岸側から 3 本，右岸側から 3 本の枝沢が合流して小網代湾に注ぎ，河口部には 3 ha 規模の
河口干潟が形成されている。流域の斜面地は，ほぼ全域が常緑・落葉の混交林である。かつて
水田として利用されていた谷底域は凹凸の少ない低平地で，下流部は標高 8 m 未満，面積
3 ha 規模の沖積低地となっている。

1985 年，当地は，「三戸・小網代開発」の中心地として，ゴルフ場予定地となった。しかし，
市民・行政・企業の協働の保全努力が実って，2005 年，近郊緑地保全区域（国土交通省）に
指定され，2011 年には，神奈川県・三浦市により近郊緑地特別保全地区に指定された。これ
に伴う公有地の拡大をうけて，2009 年以降，管理者である神奈川県環境農政局のもと，公益
財団・かながわトラストみどり財団，NPO 法人小網代野外活動調整会議が連携し，湿原創出
を基本とする保全活動が進められてきた（文献 4）。

保全活動が本格化した 2010 年当時，かつて水田だった谷底は，アズマネザサが密生する乾
燥した草原となり，薪炭林として利用されていた山林は樹木が大木化し，斜面の樹林と低地の
ササ原に囲まれた河川・水路は暗黒化が進んだ状態であった。1960 年代半ばに水田耕作が終
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焉したのち無管理の状態が続いたために，水路の大規模な縦浸食が進行し，谷底部の地下水位
の大幅な低下を招いたことが，急激かつ大規模な乾燥化，ササ原化を招いたものである。

これまでの 10 年にわたる保全作業は，谷底部の全面的な乾燥化，水系暗黒化の克服を主要
な目標として推進された。全域にわたるササ原の伐採と河床上昇・細流創出等の工夫をとおし
た地下水位上昇により，谷底域では全面的な湿原化（5 ha 規模）をすすめることができ，ほ
ぼ目標を達成している。暗黒化した水路については，周辺の植生伐採をとおし，本流の谷底域
の水系全域にわたり日照回復が進んでいる。

本報告は，保全確定後 10 年にわたる，谷底湿潤化・水系日照回復の期間を振り返り，この
間の小網代の谷の水系における水生動物相の状況を取りまとめ，今後の生物多様性創出の参照
資料とするものである。

2．基本資料

今回，とりまとめの対象とした記録は，NPO 法人小網代野外活動調整会議が，本格的な保
全作業を開始する前年にあたる 2008 年に実施した予備調査，ならびに，保全作業開始後，作
業と平行して実施した調査の結果である。この間，水系の動物相調査は，毎月第三日曜日，
NPO 法人小網代野外活動調整会議が実行する定例作業日に実施した。なお 2015 年には，春季，
夏季，冬季の 3 回にわたり，詳細な底生動物調査を実施している。

3．調査の区域

モニタリング調査では，浦の川本流に基準となる 11 箇所の目印（①～⑪）を設定して，そ
れらの目印間を調査区域とした。調査区域を河口部（①～②），下流部（②～⑥），中流部（⑥
～⑨），上流部（⑨～⑪）の 4 区分とした（図 1）。調査は河川域と周辺の湿地で行った。

また 2015 年には，詳細調査として，浦の川本流のほか，北の谷支川，南の谷支川と，周辺
湿地について調査を行った。

4．調査方法

採集にあたっては，魚類調査用のタモ網（目合 2 mm）を用いて，目視可能な水生動物を捕
獲した。またトンボ等の成虫は捕虫網を用いて確認を行った。

2015 年の詳細調査では，底生動物の定性採集を行った。D フレームネット（NGG 40，目合
0.475 mm）を用いて，河床や水際植物帯から基質ごと水生動物を採集し，バットに広げてピ
ンセット等でソーティングを行った。現地で同定できる種は計数後放流し，不明な種は固定後，
室内で顕微鏡による同定を行った。
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図 1．小網代の谷・水系調査区分図

5．調査結果の概要

浦の川水系で，2008 年から 2017 年に行われた水生動物調査において，無脊椎動物 115 種，
脊椎動物 38 種の計 153 種が確認された（表 1）。なお，2008 年から実施されてきた調査は，甲
殻類，魚類，顕著な大型の水生昆虫類等を中心とするものだったが，2015 年には，昆虫類そ
の他，従来精査されてこなかった動物群について特に注目する調査を行った。これをうけ，出
現種のとりまとめにあたっては，2015 年の調査結果とそれ以前の調査結果を，別コラムでま
とめることとした。

無脊椎動物は，扁形動物門，紐型動物門，軟体動物門，環形動物門，ユムシ動物門，節足動
物門の 7 門 10 綱 21 目 60 科 115 種となった。このうち節足動物門を除く無脊椎動物は 6 門 8
綱 10 目 11 科の 16 種，節足動物門軟甲綱（甲殻類）は 3 目 13 科 32 種，昆虫綱（昆虫類）が
8 目 36 科 67 種であった。

脊椎動物は，脊椎動物門硬骨魚綱（魚類）が 5 目 16 科 34 種，両生綱（両生類）が 1 目 3 科
4 種であった。

浦の川は小網代湾を介して相模湾に注いでおり，魚類，甲殻類は，通し回遊種のほか，河口
域周辺では汽水・海水性の種が多く確認された。純淡水性の魚種は確認されていない。
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扁形動物，軟体動物，環形動物については，河口域（汽水域）の調査対象が節足動物と魚類
を対象としてきたため，主に純淡水性の種の確認となっている。通し回遊種としては，イシマ
キガイがみられた。

甲殻類は，通し回遊種のヌマエビ科，テナガエビ科や，河口域や海域に生息するベンケイガ
ニ科，モクズガニ科などの種が多くみられた。そのほか純淡水性の種として，オオエゾヨコエ
ビ属，ミズムシ（甲殻類）のほか，外来種のアメリカザリガニがみられた。昆虫類は，河川流
水域ではオオクママダラカゲロウやシロハラコカゲロウ，ナミコガタシマトビケラが多く見ら
れ，そのほかにホタルトビケラ，ネグロセンブリ，アサヒナカワトンボやゲンジボタルなどが
みられた。湿地ではマルタンヤンマ，クロスジギンヤンマ，サラサヤンマやシオカラトンボ，
ショウジョウトンボ，シオヤトンボなどのほか，コオイムシ，ヘイケボタルなどがみられた。

魚類は，通し回遊魚，周縁性淡水魚がみられ，純淡水魚はみられなかった。淡水域では，お
もにニホンウナギ，アユ，スミウキゴリ，ミミズハゼ，シマヨシノボリ，ゴクラクハゼなどが
多く見られた。

両生類は三浦半島では近年確認されていないニホンアカガエルが確認された他，外来種のウ
シガエルが確認された。

6．各調査区域の環境と水生動物相

浦の川の上流部・中流部・下流部・河口部の 4 区域，ならびに詳細調査を行った北の谷支川，
南の谷支川それぞれの河口部に広がる湿地の現在の状況と，2006 年以降の水生動物相の顕著
な変化について記載する。

6-1　浦の川河口部（①河口～②河口の小滝）
河口付近の川幅は約 15 m で，感潮域であり干潟，アシ・アイアシを中心とする塩生湿地，

石垣などの環境がみられる。干潟とアシ原はさらに「①河口」から小網代湾側にも広がってい
る。汽水域の動物が多く見られ，魚類はボラ，ヒメハゼ，ビリンゴ，チチブなどが多いが，シ
マイサキ，クロダイ，メジナなどの海水魚もよく侵入してくる。甲殻類はケフサイソガニ，フ
タバカクガニ，等多様な種類が見られる。このうちフタバカクガニ・ハマガニ・ベンケイガニ・
クロベンケイガニ・ハクセンシオマネキなどは近年増加しているが，アシハラガニは激減して
いる。

6-2　浦の川下流部（②河口の小滝～⑥段差）
周辺は，谷底が大きく広がって平地となっている。2008 年には一面のササ原であったが，

現在は保全作業によって全域にわたり，オギ，アシの湿原が創出されている（下流大湿地の項
で詳細に触れる）。

当地域における浦の川の川幅は約 2 m で，河床には岩盤が露出し，なだらかな岩盤の段差
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写真．整備前後の浦の川本流の光景と代表的な水生動物
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を経て河口に至る。通常は潮が入ることはないが，高潮時には「③弁慶橋」付近まで潮が入る
ことがある。魚類は，ビリンゴ，ミミズハゼ，チチブなど汽水域の種のほか，シマヨシノボリ，
ゴクラクハゼ，スミウキゴリなどの通し回遊魚が多くみられる。近年，「⑥段差」までアユが
遡上するようになった。昆虫類は，シロハラコカゲロウ，オオクママダラカゲロウ，ナミコガ
タシマトビケラ，ニンギョウトビケラが多くみられた。保全活動による日照回復以後は，カワ
ニナ，イシマキガイが増え，ゲンジボタルも増加している（文献 5）。

6-3　浦の川中流部（⑥段差一本橋～⑨曲がり）
区間の下手は，やや幅の狭い谷となっており，その左脇斜面裾にそって流下する本流はやや

縦侵食がすすみ，谷面はやや乾燥傾向が残っている。区間の中部にはジャヤナギの散在する広
い湿地（真ん中湿地），上手にはハンノキの湿地林（ハンノキ平）がみられる。川幅は 2 m 弱で，
明瞭な瀬淵の配置が見られる。魚類はニホンウナギとスミウキゴリがみられた。甲殻類は通し
回遊種のヌマエビ科やヒラテテナガエビ，ミナミテナガエビが多くみられ，トンボ類はオニヤ
ンマ，コシボソヤンマ，ヤマサナエ，アサヒナカワトンボなどが多く見られた。またゲンジボ
タルも多く見られる。河川に隣接する周辺湿地ではサラサヤンマが見られるほか，湿地の本格
的な創出にともない，ニホンアカガエルが近年増加傾向にある。

当区域では，2017 年 9 月 28 日の局所豪雨により，区間下手で本川の河道閉塞が起こり，谷
の右側斜面裾に新たな流路が形成された。下手への土砂流下を阻止するため，閉塞部には小堰
堤が設けられたため，当該区間は，左右に流路のある配置となり，以後，谷底の地下水位が急
速に上昇中でもあり，今後の水生生物の生息状況の変化が注目される。

6-4　浦の川上流部（⑨曲がり～⑪出合い）
周辺は谷底が狭く，斜面の樹木が両側から河道を覆っている。川幅は 1.5 m 程度で，倒木が

多く，落葉の堆積も多い。水際にはアスカイノデを中心としたシダ類が密生している。流れは
速く，瀬淵の構造も明瞭である。魚類はニホンウナギ，スミウキゴリが確認されている。底生
動物は，タキヨコエビ，ヌマエビなどの通し回遊種の甲殻類や，ナミウズムシ，ミズムシ（甲
殻類），カワニナ，マメシジミ属，ヤマサナエ，ヤマトクロスジヘビトンボ，ネグロセンブリ，
ホタルトビケラなどの純淡水性の種が多く確認された。2010 年に遡上条件が改善されてからは，
通し回遊種のヤマトヌマエビ，トゲナシヌマエビ，ヒラテテナガエビなどが増加した。

6-5　北の谷支川
小網代の谷の北側から下流大湿原を介して本流に流入する支川である。周辺の斜面には高木

がみられるが，谷底は狭く，灌木やササ，シダ類などがみられる。2008 年以降，斜面の組織
的な伐採は行われていない。川幅は 1.5 m 程度で，拳大の礫が散乱し，小規模な瀬，淵や，泥
底の湿地状になった緩流部などがある。上流部は幅 0.3 m 程度の水路となっている。水際には
セキショウやシダ類などがみられ，夏季には周辺の草本類の繁茂で水面の多くの部分が覆われ
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る。魚類はニホンウナギが確認された。底生動物は，貝類のカワニナやマメシジミ属，甲殻類
のオオエゾヨコエビ属やミズムシ（甲殻類），昆虫類のオオクママダラカゲロウ，オナシカワ
ゲラ属，オオシオカラトンボ，ネグロセンブリなどが多くみられた。このほかタキヨコエビや
ヌマエビ，トゲナシヌマエビなどの通し回遊種も確認された。

6-6　南の谷支川
小網代の谷の南側から浦の川の河口直上に流入する支川である。周辺の斜面には高木が多い

が，谷底は狭く，灌木やササが密生している。川幅は 1.5 m 程度で，緩傾斜の礫底の瀬や，落
差のある岩盤の小滝，淵などが見られる。水際にはセキショウが目立ち，夏季には周辺の草本
類の繁茂で水面の多くの部分が覆われる。2008 年以降，斜面林の伐採は行われておらず，下
流部の湿原創出を基本とした保全作業が進んでいる。魚類はニホンウナギとスミウキゴリがみ
られた。底生動物は，通し回遊種のタキヨコエビ，ヌマエビ，トゲナシヌマエビ，ミゾレヌマ
エビ，ヒラテテナガエビなどの甲殻類や，純淡水種のマメシジミ属，ミズムシ，オオクママダ
ラカゲロウ，シロハラコカゲロウ，オニヤンマ，シマアメンボなどがみられた。

6-7　下流の大湿地
①河口の小滝から⑤一本橋に至る浦の川本流下流部の右岸側に広がる沖積地（縄文海進時の

河口干潟領域）を下流大湿地と呼ぶことにする。当地は，2009 年秋の管理作業開始時，ササ
等の植生の繁茂によって乾燥化が進んでいたが，その後のササ原の伐採と新たな水路網の工夫
により，現在はほぼ全域がオギ，アシ，ガマ，クサヨシなどを主体とした草原性の湿地となっ
ている。この大湿地帯の中程，本流の右岸にジャヤナギの木立があり，さらに上手の「やなぎ
テラス」と呼ばれる休憩地の周囲にもジャヤナギの湿地林が広がっている。当地は小網代の谷
におけるサラサヤンマの繁殖拠点の一つとなっている。

2015 年の詳細調査は，北の谷支川河口部の湿地を含む下流大湿地の水路網で実施された。
魚類はみられなかった。甲殻類は，オオエゾヨコエビ属，ミズムシ（甲殻類），アメリカザリ
ガニといった純淡水種のほか，通し回遊種のクロベンケイガニが確認された。そのほかエラミ
ミズ，ヒラマキガイ科や，オオシオカラトンボやマルタンヤンマなどのトンボ類，マツモムシ，
ヌマユスリカ属，ヘイケボタルなど，純淡水性の止水にみられる生物が確認された。両生類は，
アズマヒキガエル，ニホンアカガエル，ウシガエル，シュレーゲルアオガエルがみられた。ジ
ャヤナギの湿地には毎年サラサヤンマの縄張りが形成されるため，幼虫の発見も期待されたが，
まだ確認されていない。

7．2008 ～ 2017 年の保全作業にともなう変化

2010 年以降の大規模な湿原創出を軸とする保全作業にともなって，出現生物に大きな変化
がみられた（表 2）。



33

小網代の谷・浦の川水系の水生動物相 （岸・江良・洲之内）

2010 年以降の河川の日照回復の結果，水系全域においてカワニナ，イシマキガイの急増が
確認され，その後，ゲンジボタルの顕著な回復が見られた（文献 5）。この間，アユやゴクラ
クハゼなども多く見られるようになった。アユについては，近年，数百個体が遡上するように
なったが，中流部の淵に定着はするものの縄張り個体は出現せず，毎年 8 月末には姿が見られ
なくなる。カワセミ，サギ類などに捕食されているものと思われる。

2010 年以降の流路回復の作業の中で，上流，下流域で河道を塞いでいた岩石や土砂などを
撤去したところ，遡上条件が改善され，ヤマトヌマエビ，トゲナシヌマエビなどが上流部まで
遡上するようになった。

2011 年以降，大規模なササ刈りと地下水位上昇の工夫により，中央の谷の下流区間には大
規模な草原性の湿地とジャヤナギの湿地林が創出された。これにともない，希少種であるサラ
サヤンマが増加し（文献 3），2015 年には湿地に生息するマルタンヤンマ，ヘイケボタルなど
の増加もみられる。

2012 ～ 2014 年には開園のためのボードウォーク整備工事が行われ，浦の川への多量の土砂
流入があり，カワニナ，イシマキガイが減少するなどの一時的な影響が見られたが，その他の
生物においては目立った減少などは観察されなかった。工事終了後，貝類の個体数はすみやか
な回復が認められており，永続的な悪影響はないと考えられる（文献 5）。また整備作業時に
掘削した跡地に池構造ができたが，多様な湿原生息地の創出という保全目的に沿うものとして
埋め戻さず維持したところ，ニホンアカガエル，アズマヒキガエル，シュレーゲルアオガエル
の卵隗が見られ，長年見られなかった湿地性の動植物が大量に発生するなどの結果となった。

表 2．年度ごとの主な保全活動と特記事項

年度 主な保全活動 注目事項
2008 作業は許可されず・予備調査 河川は暗黒状態で生物は少ない・アユの遡上無し
2009 日照回復・遡上条件回復 河川は暗黒状態で生物は少ない・アユの遡上無し

2010 日照回復・遡上条件回復 一部日照が回復。カワニナ増加・イシマキガイ復活，アユ（数十個
体）の遡上はじまる

2011 日照回復・湿潤化 アユ一本橋まで遡上，トゲナシヌマエビ・ヤマトヌマエビ・ハゼ類増加

2012 日照回復・湿潤化 アユ一本橋上手 100 m まで遡上，トゲナシヌマエビ・ヤマトヌマエ
ビ・ハゼ類増加，ゲンジボタル増加

2013 日照回復・湿原回復 ニホンアカガエルの産卵確認，ゲンジボタル 1000 個体規模の発生，
アユ数百個体規模の遡上

2014 湿原回復・日照維持
サラサヤンマ増加，湿性植物の復活，ニホンアカガエル確認，ゲン
ジボタル 1000 個体規模の発生，アユ数百個体規模の遡上，カゲロウ
類の大発生

2015 湿原回復・日照維持 マルタンヤンマ・ヘイケボタル急増，ゲンジボタル 1000 個体規模の
発生，アユ数百個体規模の遡上

2016 湿原回復・日照維持 マルタンヤンマ・ヘイケボタル発生，ゲンジボタル 1000 個体規模の
発生，アユ数百個体規模の遡上

2017 池構造の構築・湿原回復・日照維持 ヘイケボタル急増，ゲンジボタル 1000 個体規模の発生，アユ数百個
体規模の遡上
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2017 年 9 月の局所豪雨による中流域における河道閉塞ならびに流路の一部変更による水生
動物相の変化については，とくに注目し，追跡してゆく必要がある。

8．今後の保全活動

現在までの保全作業は，日照回復，遡上条件回復，植生回復をともなう大規模かつ管理可能
な多様な湿原環境の創出を目標とするものであり，その基本はほぼ達成された。今後は，本流
沿いの低地においては複数の池構造の構築，北の谷では保水力の強化をめざした湿地整備，南
の谷では生物多様性創出の拠点化をめざした水系，植生全体にわたる総合的な生息地整備へと
進む予定である。特に，平常時の水量の多い南の谷では，アユが繁殖期まで生息できる水路の
創出を目指している。枝谷の整備にあたっては，保水力の基本となる土砂の堆積・集積を促し，
浦の川本流の基底流を増大（現状は 200 cc/sec レベルだが，これを将来は 500 cc/sec 規模に
拡大したい）させることが大きな目標となってくる。これらの保全作業の展開にそって，小網
代水系の生物相が，どのような変化を見せるのか，今後も定期的な調査によってモニタリング
を続ける予定である。

謝辞

調査にあたっては神奈川県環境農政部自然保護課，神奈川県横須賀三浦行政センター緑課，
かながわトラストみどり財団から，便宜，資材，ならびに必要経費にわたる多面的な支援をう
けた。また，NPO 法人小網代野外活動調整会議のスタッフならびに地元市民より，細部に及
ぶ支援をうけた。記して，あつくお礼を申し上げる。
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